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学力向上対策室では、子どもたちの生活と学力の関係を調べその改善を図るヒ

ントを探しています。そんな中で全国学力調査の児童・生徒

質問紙調査の中から、平日にゲーム・スマホをしていない子

どもたちがいることを発見して、ある小学生の保護者の方に

インタビューする機会を得ることができました。 
 
（スマホを持たせていないことについて） 

 スマホを持たせないと周りとのつながりに困ることもあるかと心配した

り、一方で、持たせると「ライン」などトラブルのもとになると聞いたり

しましたが、結局持たせませんでした。安全確認のためとも言われます

が、習い事などは車で送迎するようにしているので心配はなく、持たせ

る必要性はないと判断しました。 
 

 子どもは「みんな持ってるからほしい」「友達とラインでつながれない」

とも言いましたが、「そろばんの目標に合格するか、中学校になったら買

ってあげる」と言っていました。 
 

（スマホ許可条件） 
 ところが先日、そろばんの目標に合格したので買ってあげることになり

ました。アプリは「LINE」だけでゲームは入れていません。スマホを使う

のは、学校や塾の宿題が終わり、片付けなどが出来た後だけと決めてい

ます。 
 

（スマホを持たせることになったが） 

 実際のところ、平日３０分も使っていないようです。学校から帰ってき

たらいつも姉弟３人で遊んでいます。その方がスマホよりも楽しいよう

です。土日も近くの公園で遊んだり、家では鬼ごっこやトランプなど色々

な遊びを工夫したりして楽しんでいます。  
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 就寝時刻は午後８時です。テレビはほとんど付けません。テレビや YOU 

tube は、子どもが一人でも見てくれるので親は楽だけど、せっかく姉弟

がいるので 3人で遊んでほしいと思っているからです。 

 

 

 

 勉強や宿題は私も一緒にします。私は小さいころ、両

親は共働きで、家庭学習教材を買ってもらっていたの

ですが、一人では全然しなかったです。だから、子ど

もたちの勉強はいつも一緒にしてあげたいと思っています。「一緒にしよ

う」の方が、やらされてる感は少ないと思ったからです。私自身の幼少期

を振り返り、子どもたちには寄り添った子育てをしてあげたいと思って

います。中学生になったらどうしようかと今考えているところです。 

 御協力頂きましてありがとうございました。大変参考になるお話でした。

我々大人は、子ども達に期待をかける反面、言いっぱなしで終わってい

るところがあるのではないでしょうか。その点、今回インタビューでき

たお母さんは、自分の子どもをしっかり見て、遊びも勉強も「一緒にし

よう」と、子ども目線で寄り添い支援しているのが立派だなあと感心し

ました。その陰には大変なご苦労と努力があると思います。これからも

しっかり頑張ってあげてください。本当にありがとうございました。 
 

 ところで、泉南市内では、平日１日に 4 時間以上ゲームをしている小学

６年生が 104 人 22.8%、中学生が 148 人 34.4%いることがわかりました。

以下は小学 6年生の「ゲーム時間と正答率」の関係を表しています。「ゲ

ーム４時間の生徒」と「全くしない生徒」との差は 23.4%もあることが分

かります。今こそ、大人が本気

で考えるべき時ではないでし

ょうか。 
 

 子どもが起きている間は、大人

もスマホを置いて子どもと一

緒に過ごすところから始めま

せんか？ 


